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1. はじめに 

仙台市の各大学では，「仙台市大学生モビリ

ティ・マネジメント」に基づき，「交通情報マ

ップ」を毎年作成している[1]．「交通情報マッ

プ」には仙台市で新たに大学生活を始める新入

生等に向けて，各大学の状況に合わせたバス停

や時刻表の情報などが記載されている．東北工

業大学でも東北工業大学版の「交通情報マッ

プ」を紙媒体で作成していた．2021 年度からは

「交通情報マップ」をオンライン化した東北工

業大学版の「オンライン交通情報マップ」を開

発し，公開している[2]．「オンライン交通情報

マップ」は Web アプリケーションとして公開し

ている．オンライン地図上にバス停を表示し，

大学のキャンパスに向かうバス停の時刻表情報

などを表示する． 

また，東北工業大学では開発，公開している

「オンライン交通情報マップ」を用いて産学連

携による PBL を実施している[3][4]．PBL では学

生が「オンライン交通情報マップ」の機能改善

や拡張案を提案し，実装して公開している．PBL

は毎年度実施しており，多くの機能を拡張して

いる．また，比較的実装が容易な JavaScript を用

いることが多く，クライアント側での処理が増

加し，「オンライン交通情報マップ」の動作は

遅くなる傾向がある． 

そこで，学生による PBL による開発への影響

を最小限とした処理の効率化を図り，「オンラ

イン交通情報マップ」に実装した． 

2. クライアント処理の増大と効率化 

「2022 年度版オンライン交通情報マップ」は

PBL で実装した機能によってアプリケーション

の動作が遅くなり，すべての機能を実装すると

スマートフォンなどでは，実用的に動作しなく

なっている．そのため，「2022 年度版オンライ

ン交通情報マップ」を「多機能版」とし，PBL

で開発した機能を追加していない「軽量版」も

併せて公開している．本研究では「多機能版」

と「軽量版」のオンライン交通情報マップに処

理を効率化する仕組みをそれぞれ実装する．PBL

開発への影響を最小限に抑えつつ「オンライン

交通情報マップ」の処理を効率化するため，オ

ンライン地図機能の描画処理を見直し，バス停

毎の描画を一括処理する機能[5]を実装した．ま

た，提案した効率化による処理時間への効果に

ついて，計測を行った． 

3. 効率化の計測 

「オンライン交通情報マップ」上で地図機能

を操作し，その際の処理時間の変化を計測した．

「オンライン交通情報マップ」の地図上で一定

の操作を行い，操作時の Webブラウザの CPU使

用率と「オンライン交通情報マップ」における

タスクの処理時間を計測する．計測は CPU Intel 

Corei5-1135G7(2.40GHz) ， 8.0GB RAM ，

Windows10 搭載クライアント PC1 で，計測用

Web ブラウザとして「Google Chrome」を用いた．

CPU 使用率計測には「パフォーマンスモニタ

ー」を利用する．タスク処理時間の計測は

「 Google Chrome 」 の 「 Developer Tool 」 の

「Performance」で計測を行った．計測にはオン

ライン地図上で一定のマウス操作を行うため，

RPA ツールである「Power Automate」を用いて，

Web ブラウザ上でのマウス操作を記録，再生し

た．概要を図 1 に示す．今回の計測対象は「多

機能版」，「軽量版」の「オンライン交通情報

マップ」とし，それぞれ提案法の実装前と実装
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図 1  測定概要図 
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後で計測した． 

4. 結果と考察 

オンライン地図上でマウス移動による地図の

操作と，地図機能の一つであるボタンをクリッ

クする操作を記録し，自動操作[6]による計測を

行った．ボタン操作した際の時刻と Web ブラウ

ザの CPU 使用率を示したグラフを図 2,3 に示す．

図 2,3 より，プラグイン実装後はボタン操作時の

タスク処理にかかる CPU の処理時間が短縮して

いることが確認できる．また，ボタン操作時の

CPU 処理が完了するまでの時間も短縮されてい

る． 

「Developer Tool」の「Performance」で計測し

たボタン操作における各タスクの処理時間を計

測した結果を図 4 に示す．図 4 より，プラグイ

ン実装後の「オンライン交通情報マップ」の各

タスクの処理時間が大幅に短縮されている． 

計測結果から「オンライン交通情報マップ」

における地図画像などの表示が終了するまでの

時間が短縮され，「オンライン交通情報マッ

プ」の地図の表示処理などが高速化した． 

また，地図表示処理におけるプラグインによ

る実装のため，システム全体に大きな変更が生

じない．そのため PBL 開発への影響は最小限に

なると考えられる．今後の PBL において追加機

能がある場合でも，提案方法は対応可能である． 

5. まとめ 

東北工業大学で公開している「オンライン交

通情報マップ」はクライアント側の処理能力が

不足しているため，動作が遅くなる傾向があっ

た．本研究では描画処理の改善による処理の高

速化を提案し，実装した．その結果，Web ブラ

ウザの CPU使用率と処理時間の低下と Webブラ

ウザにおけるタスク処理時間が短縮された．プ

ラグインによる実装のため，PBL 開発において

も影響が少ないといえる．今後は，クライアン

ト側での処理削減のため，スクリプト処理をサ

ーバーに処理させる仕組みを検討する． 
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図 4  ボタンクリック操作時の処理時間の比較 

 
図 3  提案版オンライン交通情報マップの 

ボタン操作時の CPU使用率 

 
図 2  現行版オンライン交通情報マップの 

ボタン操作時の CPU使用率 
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